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第 1 章

ATA

•新しい ATA（1ページ）
• ATAに関連付けられたデバイス（1ページ）
• Cisco ATA 191ハードウェア（2ページ）
•新しい ATAをインストール（6ページ）
•電話アダプタ構成ユーティリティ（6ページ）
•サポートされる ATA通話機能（8ページ）

新しい ATA
アナログ電話アダプタ（ATA）は、アナログ電話機や FAX装置などのアナログデバイスを
ネットワークに接続するためのものです。接続したデバイスは、ネットワーク内の IP電話の
ように機能します。

新しいアナログ電話アダプタ（ATA）には、2つのインターフェイスがあります。

•イーサネット用の RJ45ポート

ATA上に LEDでステータスが示されます。

実行内容は次のとおりです：

• ATAを、同梱のコンポーネントと共に設置します。

ATAに関連付けられたデバイス
ATAを使用して、以下の種類のデバイスをネットワークに接続します：

•アナログ電話

•アナログ電話機にはソフトキーがありません。

•アナログ電話機に表示される情報は、実際のモデルに依存します。

•保留、再開、転送、会議電話には電話機のフラッシュボタンを使用します。
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•アナログテレフォニー音声デバイス

• ATAでは、オーバーヘッドページングアダプタや留守番電話機など、通常の電話を
エミュレートするアナログテレフォニー音声デバイスがサポートされています。

•オーバーヘッドページングシステム

•オーバーヘッドページングシステムは、建物内でのアラームや一斉放送を提供しま
す。

•ファクス機

• ATAに FAX装置を直接接続して使用してください。FAX装置には内線を接続しない
ようにしてください。また、FAX装置にはスプリッタを使用しないでください。

• FAXのエラーを減らすため、海外モードがあればそれを使用し、ない場合は FAX装
置の伝送速度を低く設定してください。

• FAX装置やモデムなどのデータデバイスは、最適な状態で機能しないことがありま
す。FAX装置やモデムで最良のパフォーマンスを実現するには、引き続き専用 PSTN
回線を使用するようにしてください。

Cisco ATA 191ハードウェア
ATA 191と 192 ATAは小型で設置しやすいデバイスです。

ユニットには、次のコネクタが装備されています。

• 5V DC電源コネクタ。

• 2つの RJ-11FXS（Foreign Exchange Station）ポート -お使いの ATAには、任意の標準アナ
ログ電話デバイスと動作する、2つの RJ-11ポートがあります。各ポートは音声コールま
たは FAXセッションのいずれかをサポートし、両方のポートを同時に使用できます。

• 1つのWANネットワークポート - RJ-45 10/100BASE-Tデータポートが 1つ装備されてお
り、イーサネット対応デバイスをネットワークに接続できます。

ATAのネットワークポートは、全二重モードや速度について自動でネゴシエーションします。
10/100 Mbpsの速度および全二重をサポートしています。

（注）

ATA 191および ATA 192上部パネル
次の図に、ATAの上部にあるさまざまな LEDとボタンを示します。
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図 1 : ATA 191および ATA 192上部パネル

表 1 : ATA 191および ATA 192上部パネルの項目

説明項目

緑色で点灯：システムが正常に起動しており、使用の準備が

できています。

緑色でゆっくりと点滅：システムが起動中です。

緑色で 3回すばやく点滅してから繰り返し：システムが起動
に失敗しました。

緑色ですばやく点滅: LEDの動作は次の状況で発生します。

•工場出荷時の状態へのリセットが検出されたとき。

工場出荷時の状態にリセットするには、RESETボタンを
10秒間長押しします。

•工場出荷時の状態へのリセットが正常に実行されます。

消灯：電源はオフです。

電源 LED

緑色で点滅：WANポートを介してデータを送信/受信中です。

消灯：リンクがありません。

ネットワーク LED
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説明項目

緑色で点灯：オンフックです。

緑色でゆっくりと点滅：オフフックです。

緑色で 3回すばやく点滅してから繰り返し：アナログデバイ
スの登録に失敗しました。

緑色ですばやく点滅:工場出荷時の状態へのリセットが正常に
実行されます。

消灯：ポートが設定されていません。

電話 1 LED

電話 2 LED

問題レポートツールを使用して問題レポートを作成するに

は、このボタンを押します。

このボタンは電源ボタンではありません。このボ

タンを押すと問題レポートが生成され、システム

管理者のサーバにアップロードされます。

（注）

問題レポートツール（PRT）
ボタン

オレンジ色で点滅：PRTは問題レポートのデータを準備して
います。

オレンジ色ですばやく点滅： PRTは HTTPサーバに問題レ
ポートログを送信中です。

5秒間緑色に点灯してから消灯：PRTレポートは正常に送信
されました。

緑色ですばやく点滅:工場出荷時の状態へのリセットが正常に
実行されます。

赤色で点滅：PRTレポートのエラーが発生しました。PRTボ
タンを 1回押して点滅をキャンセルし、もう一度押して新し
い PRTをトリガーします。

問題レポートツール（PRT）
LED

問題レポートツールボタン

問題レポートツール（PRT）ボタンは、ATAの上部パネルにあります。PRTボタンを押すと、
ネットワークのトラブルシューティング用にログファイルが作成され、サーバにアップロード

されます。

アナログ電話のユーザには、ATAデバイスの PRTボタンを押して PRTログファイルの処理を
開始するよう指示できます。

ATAから PRTログファイルをアップロードするには、次のいずれかを行う必要があります。

• ATAから PRTログファイルをアップロードするための HTTPサーバを設定します。

•ニーズに最適なカスタマーサポート用アップロード URLを設定し、ATAに適用します。
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ATA 191および ATA 192背面パネル
次の図は、ATAの背面にあるさまざまなポートとボタンを示しています。

図 2 : ATA 191背面パネル

図 3 : ATA 192—背面パネル

表 2 : ATA 191および ATA 192背面パネルの項目

説明項目

ATAを再起動するには、ペーパークリップなどを使用し、こ
のボタンを短く押します。

出荷時のデフォルト設定にリセットするには、10秒間押し続
けます。

工場出荷時のリセットの LED動作:

1. ボタンを約 10秒間押し続けると、電源 LEDが緑色です
ばやく点滅します。

2. 工場出荷時のリセットが正常に実行されると、すべての
LEDが約 5秒間緑色ですばやく点滅します。

リセット

RJ-11電話ケーブルを使用して、アナログ電話や FAX装置に
接続します。

電話 1

RJ-11電話ケーブルを使用して、2番目のアナログ電話やFAX
装置に接続します。

電話 2

イーサネットケーブルを使用して、コンピュータなどのネッ

トワーク上のデバイスに ATAを接続します。
イーサネット（ATA 192の
み）
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説明項目

イーサネットケーブルを使用してネットワークに接続しま

す。

ネットワーク

付属の電源アダプタを使用して電源に接続します。DC 5V電源

新しい ATAをインストール
ATAには、電源供給から、ネットワーク接続、および卓上配置用のマウントまで必要な部品
がすべて付属します。

始める前に

設置を開始する前に、次の品目が揃っていることを確認してください。

•ネットワークに接続するためのイーサネットケーブル。

• ATAに接続するアナログ電話機や FAX装置。

•電話機を接続するための電話ケーブル。

•バックアップ電源を提供するための無停電電源装置（UPS）。

手順

ステップ 1 ネットワークと ATAの NETWORKポートの間をネットワークケーブルで接続します。

ステップ 2 ATA上の PHONE 1ポートとアナログデバイス（電話機または FAX装置）とを電話ケーブル
で接続します。

ステップ 3 ATA電源ケーブルを ATAの DC 5V POWERポートに接続し、電源ケーブルを電源に差し込み
ます。

電話アダプタ構成ユーティリティ
[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Webページを使用し
て、一部の電話機能を構成またはカスタマイズできます。このページの URL、ユーザ IDおよ
びパスワードは管理者から与えられます。

[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページでは、ネットワークおよび管理設定のほ
か、ファームウェアバージョン、シリアル番号、メモリ使用量などの ATAに関する基本情報
を表示できます。
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多くのユーザは、[電話アダプタ構成ユーティリティ（PhoneAdapterConfigurationUtility）]ペー
ジを使用して、短縮ダイヤルやコール転送などのいくつかの基本機能を設定します。これらの

機能を設定するには、次の表を参照してください。

[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Webページから構成
する電話機能を次の表に示します。

表 3 :構成ユーティリティ機能

説明特長

電話機でコール転送が有効になっている場合

に、コールを受信する番号を指定します。[設
定ユーティリティ（ConfigurationUtility）]ペー
ジを使用すると、より複雑なコール転送機能

（回線がビジー状態の場合の動作など）をセッ

トアップできます。

詳細については、コール転送の設定（13ペー
ジ）または選択的なコール転送の設定（14
ページ）および電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ページ）
を参照してください。

コール転送および選択的コール転送。

回線に電話番号を割り当てると、その相手に

すばやくコールをかけることができます。

詳細については、スピードダイヤルの設定

（15ページ）および電話アダプタ構成ユー
ティリティを使用した電話機能の設定（13
ページ）を参照してください。

短縮ダイヤル。

コール待機、応答不可、着信 IDなどの機能を
構成します。

詳細については、補足サービスの設定（16
ページ）および電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ページ）
を参照してください。

補足サービス。

電話番号または回線に特定の呼び出し音を割

り当てることができます。

詳細については、固有呼び出し音の設定（17
ページ）および電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ページ）
を参照してください。

固有呼び出し音
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説明特長

コールの保留中やコールバック中など、特定

の状況に特定の呼び出し音を割り当てること

ができます。

詳細については、「呼出音設定（17ペー
ジ）」および「電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ペー
ジ）」を参照してください。

呼び出し音の設定

サポートされる ATA通話機能
システムの構成に応じて、ATAでは以下のコール機能の一部またはすべてがサポートされま
す：

•転送（在席または監視）：このタイプの転送では、転送が完了する前に転送先の相手と通
話します。

•転送（不在または非監視）：このタイプの転送では、その時点で転送が完了し、転送先の
相手が応答する前に切断します。

•私がプレゼンする可能性はありません

•保留と保留解除。

•発信者 ID。

•コール待機。

•コールピックアップ。

•短縮ダイヤル。

•保留音。

•共有回線。

•ボイスメール：この機能には視覚的なインジケータがありません。受話器を上げた時に
メッセージ待機音が聞こえる場合は、ボイスメッセージがあることを示しています。大型

LCD画面のある一部のアナログ電話機では、ボイスメールアイコンが表示されることが
あります。

•コール転送。

•リダイヤル。
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C H A P T E R 2
新機能および変更された機能に関する情報

•ファームウェアリリース 11.2(4)の新機能および変更, on page 9
•ファームウェアリリース 11.2(2)および 11.2(3)の新機能および変更, on page 9
•ファームウェアリリース 11.2(1)の新機能および変更, on page 10

ファームウェアリリース 11.2(4)の新機能および変更
新機能および変更された機能改訂

Log

デバッグログモジュール

デバッグログ設定

デバッグログビューア

イベントログ設定

PRTビューア

リモートでの問題レポート生成

PCMビューア

CSSダンプ

クラッシュダンプ

ログ管理関連のトピックを追加

ファームウェアリリース 11.2(2)および 11.2(3)の新機能お
よび変更

このリリースは、ユーザーガイドには影響しません。

マルチプラットフォームファームウェア用 Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタユーザガイド
9



ファームウェアリリース 11.2(1)の新機能および変更
新機能および変更された機能改訂

アナログ電話機で緊急コールを発信する, on
page 23

E911機能のタスクを追加
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第 3 章

機能の設定

•電話アダプタ構成ユーティリティ（11ページ）
•電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定（13ページ）
•コール転送の設定（13ページ）
•選択的なコール転送の設定（14ページ）
•スピードダイヤルの設定（15ページ）
•補足サービスの設定（16ページ）
•固有呼び出し音の設定（17ページ）
•呼出音設定（17ページ）

電話アダプタ構成ユーティリティ
[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Webページを使用し
て、一部の電話機能を構成またはカスタマイズできます。このページの URL、ユーザ IDおよ
びパスワードは管理者から与えられます。

[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページでは、ネットワークおよび管理設定のほ
か、ファームウェアバージョン、シリアル番号、メモリ使用量などの ATAに関する基本情報
を表示できます。

多くのユーザは、[電話アダプタ構成ユーティリティ（PhoneAdapterConfigurationUtility）]ペー
ジを使用して、短縮ダイヤルやコール転送などのいくつかの基本機能を設定します。これらの

機能を設定するには、次の表を参照してください。

[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Webページから構成
する電話機能を次の表に示します。
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表 4 :構成ユーティリティ機能

説明特長

電話機でコール転送が有効になっている場合

に、コールを受信する番号を指定します。[設
定ユーティリティ（ConfigurationUtility）]ペー
ジを使用すると、より複雑なコール転送機能

（回線がビジー状態の場合の動作など）をセッ

トアップできます。

詳細については、コール転送の設定（13ペー
ジ）または選択的なコール転送の設定（14
ページ）および電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ページ）
を参照してください。

コール転送および選択的コール転送。

回線に電話番号を割り当てると、その相手に

すばやくコールをかけることができます。

詳細については、スピードダイヤルの設定

（15ページ）および電話アダプタ構成ユー
ティリティを使用した電話機能の設定（13
ページ）を参照してください。

短縮ダイヤル。

コール待機、応答不可、着信 IDなどの機能を
構成します。

詳細については、補足サービスの設定（16
ページ）および電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ページ）
を参照してください。

補足サービス。

電話番号または回線に特定の呼び出し音を割

り当てることができます。

詳細については、固有呼び出し音の設定（17
ページ）および電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ページ）
を参照してください。

固有呼び出し音

コールの保留中やコールバック中など、特定

の状況に特定の呼び出し音を割り当てること

ができます。

詳細については、「呼出音設定（17ペー
ジ）」および「電話アダプタ構成ユーティリ

ティを使用した電話機能の設定（13ペー
ジ）」を参照してください。

呼び出し音の設定
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電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の

設定
[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）]ページを使用して、
短縮ダイヤル、コール転送、応答不可などのいくつかの基本機能を設定します。

始める前に

機能を設定する前に、対応する設定ページを確認する必要があります。

手順

ステップ 1 ユーザとして電話アダプタ構成ユーティリティにサインインします。

ステップ 2 [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択します。

ステップ 3 機能ペインに移動し、フィールドを設定します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コール転送の設定
電話機の回線にかかってきたコールを別の電話番号に転送することができます。コール転送

は、電話回線ごとに設定します。コール転送が有効でない回線にコールがかかってきた場合、

通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

コールを転送するには、次の 2つの方法があります。

•すべてのコールを転送する

•電話機がビジー状態の場合、または応答がない場合など、特殊な状況でコールを転送する

コール転送は、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブか
ら設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存
（Save）]をクリックしてリビジョンを保持します。

コールが転送されると、コールが新しい番号に転送される前に短い呼び出し音が聞こえます。

次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブから構
成するコール転送設定を示します。
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表 5 :コール転送の設定

使用上のガイドライン説明フィールド名

すべての着信コールを別の電話

番号に転送する場合に使用しま

す。転送されたコールを受信す

る番号を入力します。

すべてのコールの転送の宛先。

デフォルト設定：空白

[不在転送宛先（CfwdAll
Dest）]

最初の選択肢が応答しない場合

に、コールを別の人に転送する

場合は、[不在転送宛先（Cfwd
All Dest）]と一緒に使用しま
す。

無応答時の転送宛先。

デフォルト設定：空白

[無応答時転送宛先
（Cfwd No Ans Dest）]

最初の選択が別のコール中であ

る場合に、コールを 2番目の人
に転送する場合は、[不在転送宛
先（CfwdAllDest）]と一緒に使
用します。

話中転送宛先。

デフォルト設定：空白

[話中転送宛先（Cfwd
Busy Dest）]

無応答時転送がトリガーされる

までの遅延（秒単位）。

無応答時の転送遅延。

デフォルト設定：20

[無応答時転送遅延
（Cfwd No Ans Delay）]

選択的なコール転送の設定
常にコールを転送する最大8つの電話番号のリストを作成できます。これらの番号のいずれか
からコールが発信されると、呼び出し音が聞こえ、コールが新しい番号に転送されます。

コール転送選択発信者設定を入力する場合は、任意の 1桁の数字に一致する ?を使用するか、
または数字の範囲に一致する *を使用できます。次に例を示します。

• 1408*：電話番号が 1408で始まる場合、コールは対応する宛先に転送されます。

• 1512???1234：電話番号が 1512で始まり 1234で終わる 11桁の番号である場合、コールは
対応する宛先に転送されます。

また、最後に受信したコールを転送したり、最後のコールをブロックしたりすることもできま

す。

選択的コール転送は、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]
タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保
存（Save）]をクリックしてリビジョンを保持します。

次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブから構
成するコール転送設定を示します。

マルチプラットフォームファームウェア用 Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタユーザガイド
14

機能の設定

選択的なコール転送の設定



表 6 :選択的なコール転送の設定

使用上のガイドライン説明フィールド名

リダイレクトする電話番号を入

力します。

電話番号がエントリと一致する

と、コールは対応するコール転

送選択的宛先に転送されます。

コール転送選択的発信者

デフォルト設定：空白

[コール転送選択的1-8発
信者（Cfwd Sel1-8
Caller）]

転送されたコールを受信する電

話番号を入力します。

コール転送選択的宛先

デフォルト設定：空白

[コール転送選択的1-8宛
先（Cfwd Sel1-8 Dest）]

最終発信者の電話番号を入力し

ます。

この発信者は、コール転送最終

を使用してコール転送最終宛先

にアクティブに転送されます。

コール転送最終発信者

デフォルト設定：空白

[コール転送最終発信者
（Cfwd Last Caller）]

コール転送最終発信者の宛先。コール転送の最終宛先

デフォルト設定：空白

[コール転送最終宛先
（Cfwd Last Dest.）]

最終発信者の番号。この発信者

は、[最終発信者をブロック
（Block Last Caller）]サービス
によってブロックされます。

-

デフォルト設定：空白

[最終発信者をブロック
（Block Last Caller）]

最終発信者の番号。この発信者

は、[最終発信者を受け入れる
（Accept Last Caller）]サービス
によって受け入れられます。

-

デフォルト設定：空白

[最終発信者を受け入れる
（Accept Last Caller）]

スピードダイヤルの設定
特定の電話回線を使用して、頻繁にコールする相手に短縮ダイヤルすることができます。

短縮ダイヤルは、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブ
から設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存
（Save）]をクリックしてリビジョンを保持します。

次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブから構
成する短縮ダイヤルの設定を示します。
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表 7 :スピードダイヤルの設定

使用上のガイドライン説明フィールド名

頻繁にダイヤルする電話番号を

入力します。

-

デフォルト設定：空白

[短縮ダイヤル2-9（Speed
Dial 2-9）]

補足サービスの設定
メインコール機能に加えて、ATAはいくつかの補足機能をサポートしています。これらのサー
ビスはすべてオプションであり、管理者がこれらのサービスを無効にしている場合は利用でき

ない場合があります。場合によっては、サービスプロバイダーが ATA以外の手段を使用して
同様の機能をサポートすることがあります。

補足サービスは、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブ
から設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存
（Save）]をクリックしてリビジョンを保持します。

次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブから構
成する補足サービスの設定を示します。

表 8 :補足サービスの設定

使用上のガイドライン説明フィールド

コール中に着信コール

を通知する場合は、有

効にします。

コール待機。

デフォルト設定：[はい（Yes）]

[CW設定（CW
Setting）]

発信者 IDが有効に
なっている電話機か

ら、ユーザが自分の電

話番号をブロックでき

るようにします。

発信者 IDをブロックします。

デフォルト設定：[いいえ（No）]

[CIDをブロック
（Block CID）]

コール情報を表示しな

いコールをブロックで

きます。

非通知着信をブロックします。

デフォルト設定：[いいえ（No）]

[ANCをブロック
（Block ANC）]

電話に出たくない場合

は、サイレント

（DND）を使用して電
話機をサイレントに

し、着信コール通知を

無視します。

応答不可。

デフォルト設定：[いいえ（No）]

[DND設定（DND
Setting）]
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使用上のガイドライン説明フィールド

電話番号、名前、その

他の説明テキストな

ど、発信者の識別情報

を電話ディスプレイに

表示する場合に有効に

します。

発信者 IDの生成。

デフォルト設定：[はい（Yes）]

[CID設定（CID
Setting）]

この機能は、待機中の

コールに IDを割り当
てます。

コール待機中の発信者 IDの生成。

デフォルト設定：[はい（Yes）]

[CWCID設定（CWCID
Setting）]

同じ電話に異なる番号

を設定し、番号ごとに

異なる着信音を鳴らす

場合は、この機能を有

効にします。

固有呼び出し音。

デフォルト設定：[はい（Yes）]

[固有呼び出し音（Dist
Ring）]

ボイスメールメッセー

ジの通知を受け取る場

合は有効にします。

-

デフォルト設定：[いいえ（No）]

[メッセージ受信
（Message Waiting）]

-デフォルト設定：[はい（Yes）][CONFCID設定
（CONFCID Setting）]

固有呼び出し音の設定
異なる着信音を選択して、電話機で着信コールを通知する方法をカスタマイズできます。ただ

し、この機能にはスクリプトと呼ばれる特定のタイプのコンピュータコードが必要です。この

機能を有効にする場合は、管理者に問い合わせてください。

呼出音設定
必要に応じて着信音をカスタマイズできます。たとえば、着信コール用に1つの呼び出し音を
設定し、コールバック通知用に別の呼び出し音を設定できます。

呼び出し音の設定は、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]
タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保
存（Save）]をクリックしてリビジョンを保持します。

次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）]ページの [音声（Voice）]タブから構
成する呼び出し音の設定を示します。
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表 9 :呼出音設定

使用上のガイドライン説明フィールド名

着信コール用に 8種類の着信音
のいずれかを選択できます。

-

デフォルト設定：1

[デフォルト呼出音
（Default Ring）]

コール待機用に 8種類の着信音
のいずれかを選択できます。

-

デフォルト設定：1

[デフォルト CWT
（Default CWT）]

保留中のコールに 8つの異なる
着信音のいずれかまたはなしを

選択できます。

-

デフォルト設定：8

[保留リマインダ着信音
（Hold Reminder
Ringtone）]

コールバック通知用に 8種類の
着信音のいずれかを選択できま

す

-

デフォルト設定：7

[コールバックリング
（Call Back Ring）]

コール転送時の呼び出し音の長

さを0〜10秒の範囲で入力しま
す。

-

デフォルト設定：0

[コール転送着信音スプ
ラッシュ長（Cfwd Ring
Splash Len）]

コールバック通知の呼び出し音

の長さを0〜10秒の範囲で入力
します。

-

デフォルト設定：0

[コールバック着信音スプ
ラッシュ長（Cblk Ring
Splash Len）]

ボイスメール通知の呼び出し音

の長さを0〜10秒の範囲で入力
します。

-

デフォルト設定：0

[VMWI着信音スプラッ
シュ長（VMWI Ring
Splash Len）]

マルチプラットフォームファームウェア用 Cisco ATA 191および ATA 192アナログ電話アダプタユーザガイド
18

機能の設定

呼出音設定



第 4 章

コール

•アナログ電話で通話を発信する（19ページ）
•アナログ電話機から番号をリダイヤルする（20ページ）
•短縮ダイヤルコードを使用してコールを発信する（20ページ）
• ATA電話機で通話に応答（20ページ）
• ATA電話機で待ち受け電話に応答する（20ページ）
•アナログ電話で通話を保留にする（21ページ）
•アナログ電話機のコールを別の番号に転送する（21ページ）
•アナログ電話機からコールを転送する（22ページ）
•アナログ電話で電話会議を開始する（22ページ）
•アナログ電話機のコール機能とスターコード（23ページ）
•アナログ電話機で緊急コールを発信する, on page 23

アナログ電話で通話を発信する
アナログ電話機は、Cisco IP電話と同じように動作します。

手順

ステップ 1 受話器を上げ、ダイヤルトーンを確認します。

ステップ 2 （任意）外線発信のための数字をダイヤルし、ダイヤルトーンが聞こえるまで待ちます。

ステップ 3 電話番号をダイヤルします。
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アナログ電話機から番号をリダイヤルする

手順

ステップ 1 受話器を上げ、ダイヤルトーンを確認します。

ステップ 2 *07をダイヤルします。

短縮ダイヤルコードを使用してコールを発信する
電話機のキーパッドで*1と *199の間のインデックスコードを入力することにより、短縮ダ
イヤルを実行できます。

始める前に

短縮ダイヤルコードは、Webexの設定で設定します。

手順

ステップ 1 受話器を上げ、ダイヤルトーンを確認します。

ステップ 2 発信する番号の短縮ダイヤルコードをダイヤルします。

ATA電話機で通話に応答
アナログ電話（ATA）は、Cisco IP電話機と同じように動作します。

手順

アナログ電話機の呼び出し音が鳴ったなら、受話器を上げてコールに応答します。

ATA電話機で待ち受け電話に応答する
アクティブコール中にコールウェイティングが発生すると、ビープ音が一度聞こえます。
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手順

ステップ 1 フックフラッシュを実行すると、待機している発信者と話すことができます。
2番目のコールに接続され、最初の発信者は保留になります。

ステップ 2 （任意）最初の発信者と話すには、再度フックフラッシュを実行します。
以降、フックフラッシュを実行するたびに2人の発信者が交互に切り替わります。この方法で
電話会議を行うことはできません。

アナログ電話で通話を保留にする
アクティブコールを保留にしたり、準備が整ったときに保留中のコールを再開したりできま

す。

手順

ステップ 1 アクティブな通話中にフックフラッシュを実行します。

ステップ 2 コールに戻るには、次のいずれかを実行します：

•もう一度フックフラッシュを実行します。
•受話器を置きます。電話機の着信音が鳴ったら受話器を取ります。

アナログ電話機のコールを別の番号に転送する
席を離れている間も重要なコールを逃さないようにする場合は、別の電話番号にコールを転送

します。

手順

ステップ 1 コール転送を開始するには、アナログ電話で *72を押し、コールの転送先番号を入力し、#を
押します。

コール転送が開始されたことを示す音が聞こえます。

ステップ 2 コール転送を停止するには、アナログ電話から *73を押します。
コール転送が停止したことを示す音が聞こえます。
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アナログ電話機からコールを転送する
コールを転送した場合、他の担当者が応答するまでは、元のコールに接続した状態を保つこと

ができます。コールから自分を切断する前に、相手と個別に話をすることができます。

話す必要がない場合は、転送先の相手が応答するのを待たずにコールを転送します。このアク

ションはブラインド転送と呼ばれます。

また、コールから自分を切断する前に、両方の通話者の間で切り替えて、両者とそれぞれ個別

に話し合うこともできます。

手順

ステップ 1 保留中ではないコールで、フラッシュボタンを押します。

これにより元のコールは保留になり、ダイヤルトーンが聞こえてきます。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•転送先の相手の電話番号を入力します。

•電話のキーパッドで *98を押し、転送先の相手の電話番号を入力した後、#を押します。

ステップ 3 （任意）着信音が鳴るか、相手がコールに応答するまで待ちます。

ステップ 4 （任意）転送先の相手が応答するまで待つ場合は、転送先の相手に電話の発信者が誰かを伝え
ます。

ステップ 5 受話器を置くと、転送は完了です。

アナログ電話で電話会議を開始する
1つのコールで複数の相手と話し合うことができます。

手順

ステップ 1 アクティブなコール中にフックフラッシュを実行します。
これによりコールは保留になり、ダイヤルトーンが聞こえてきます。

ステップ 2 2人目の番号をダイヤルし、相手が応答するのを待ちます。

ステップ 3 電話会議を開始するには、フックフラッシュを実行します。
これで、両方の通話者が参加する電話会議が開始されました。
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アナログ電話機のコール機能とスターコード
スターコードを使用して各コール機能にすばやくアクセスできます。スターコードの例は、*
69または * 78です。

スターコードは、ネットワーク管理者が個々のニーズに合わせてカスタマイズします。詳細に

ついては、ネットワークの保守担当者にお問い合わせください。

アナログ電話機で緊急コールを発信する
他のコールと同じようにアナログ電話を使用して緊急コールを発信します。緊急番号にダイヤ

ルすると、ユーザをサポートするために緊急サービスによって電話番号と場所が取得されま

す。

コールが切断されると、緊急サービスからユーザに電話をかけなおすことができます。Note

Before you begin

物理的な場所を取得するようにアナログ電話（ATA搭載）をセットアップする必要がありま
す。緊急サービス担当者は、緊急コールを発信する際にユーザがいる場所を知っている必要が

あります。

Procedure

ステップ 1 受話器を上げ、ダイヤルトーンを確認します。

ステップ 2 緊急番号をダイヤルします。
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第 5 章

ボイスメール

•アナログ電話で新規音声メッセージをチェック（25ページ）
•ボイスメールの確認（25ページ）

アナログ電話で新規音声メッセージをチェック
電話機からボイスメッセージに直接アクセスすることができます。ただし、管理者がVoice
Mailアカウントを設定し、Voice Mailシステムにアクセスするように電話機をセットアップす
る必要があります。

手順

受話器を取り、ダイヤルトーンを確認します。

断続トーンが聞こえる場合は、新しいボイスメッセージがあります。

ボイスメールの確認

始める前に

電話機からボイスメッセージに直接アクセスすることができます。ただし、管理者がボイス

メールアカウントを設定し、ボイスメールシステムにアクセスするように電話機をセットアッ

プする必要があります。各システムは若干異なりますが、管理者は通常、ボイスメッセージへ

のアクセスに使用する電話番号とサインイン情報を提供します。

手順

ステップ 1 ボイスメール電話番号をダイヤルします。
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ステップ 2 プロンプトに従います。
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第 6 章

製品の安全性とセキュリティ

•安全性とパフォーマンスに関する情報（27ページ）
•適合宣言（28ページ）
•シスコ製品のセキュリティの概要（29ページ）
•重要なオンライン情報（29ページ）

安全性とパフォーマンスに関する情報

停電

電話機を経由して緊急サービスにアクセスするには、その電話機が電力を受信する必要があり

ます。停電が発生した場合、電源が復旧するまでは、電話サービスおよび緊急コールサービス

ダイヤルが機能しません。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再

設定してから、電話サービスおよび緊急コールサービスダイヤルを利用する必要があります。

外部デバイス

不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮断する高品質の外部デバイス
を使用することをお勧めします。外部デバイスには、ヘッドセット、ケーブル、コネクタが含

まれます。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によって

は、雑音が入ることもあります。その場合は、次の方法で対処することをお勧めします。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品
質のケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。
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シスコでは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタのパフォーマンスを保証できません。

欧州連合諸国では、EMCDirective（89/336/EC）に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロフォ
ン、ヘッドセットだけを使用してください。

注意

ネットワーク輻輳時の電話機の挙動

•内部ポートスキャンやセキュリティスキャンなどの管理タスク。

•サービス拒否攻撃など、ネットワーク上で発生した攻撃。

適合宣言

FCC適合宣言
連邦通信委員会（FCC）は、次の項目に関する準拠宣言を義務付けています。

FCC Part 15.21に関する宣言

装置に対し、準拠に責任を負う関係者によって明示的に承認されていない変更または修正を加

えると、ユーザーがこの装置を使用する権利は無効になります。

FCC RF被曝に関する宣言

本機器は、制御されていない環境に対して規定された FCC被曝制限に準拠しています。エン
ドユーザは、特定の操作指示に従い、RF被曝に関する準拠事項を満たす必要があります。こ
のトランスミッタは、ユーザから 20 cm以上離して使用する必要があり、他のアンテナまたは
トランスミッタと同じ場所に配置したり、同時に操作したりすることはできません。

FCCレシーバおよびクラス Bデジタル装置に関する宣言

この製品はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規定されたクラス Bデジタル装置の規格
に準拠しています。これらの制限は、住宅地で使用したときに、干渉を防止する適切な保護を

規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があ

り、指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こるこ

とがあります。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではあり

ません。

装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合、装置のオン/オフを切り替えると干渉を確認
できます。その場合は、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

•受信アンテナの方向または場所を変更する。

•装置またはデバイスとの距離を離す。
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•レシーバ以外のコンセントにその装置を接続する。

•販売店または経験豊富なラジオまたは TV技術者に支援を要請する。

適合情報（ブラジル）

シスコ製品のセキュリティの概要
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および

他の国の法律の対象となります。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術

の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販

売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意したものと見なされます。米国および他の国の法

律を順守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、https://www.bis.doc.gov/index.php/regulations/
export-administration-regulations-earをご覧ください。

重要なオンライン情報

エンドユーザライセンス契約書

エンドユーザライセンス契約書（EULA）は次の場所にあります。 https://www.cisco.com/go/
eula

法規制の遵守および安全性情報

Regulatory Compliance and Safety Information（RCSI）は次の場所にあります。
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適合情報（ブラジル）

https://www.bis.doc.gov/index.php/regulations/export-administration-regulations-ear
https://www.bis.doc.gov/index.php/regulations/export-administration-regulations-ear
https://www.cisco.com/go/eula
https://www.cisco.com/go/eula
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


